





A Perspective on “the Controversy on the Science of Education”
in Post-War in Japan（PartⅢ）：













　　This study started from the investigation on how Durkheim was understood in “the 
Controversy on the Science of Education”. This Controversy , developed in the latter half 
of 1950’s,linked practice to theory, defined the object and method of science of education, 
and furthermore, developed into the argument on field of pedagogy. In those days, howev-
er, it was not involved in two scholars’ theories on science of education, Durkheim and 
Dewey who was a contemporary with the former. With the development of plural society, 
“Durkheim Renaissance” is advocated again, I think that it is necessary to study on a per-
spective on “the Controversy on the Science of Education” in Post-War Japan through the 
historical examination on Dewey Renaissance in Pre-and Post-War Japan. I, therefore, 















　J.デューイは、Democracy and EducationのⅠ－ 1.Renewal of Life by Transmission
（「伝達による生命の更新」）の中で、Life is a self-renewing process through action upon 
the environment.（「生活とは、環境への働きかけを通して、自己を更新して行く過程なの
である。」）とのべ、Summary（「要約」）においても、Since this continuance can be se-
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月）及び 22号（1918・同 7年 1月）に掲載されたもので、のち篠原は、『教育生活五十年』
（相模書房、1956）において、その動機をこうのべている。
　「その頃、米国のヂューイの教育思想がかなりの波紋をよび起こし、彼の旧著『学校と
社会』の外『如何に考えるか』How we think（1909）、『民主主義と教育』Democracy and 























































































　例えば、J.デューイは、「確実性の論究－知識と行為との関係の一考察」（The Quest for 

















































































































































（ 2） なお、Ⅱ－ 1「社会の機能としての教育」の中でも、「教育は、はぐくみ fostering、
やしない nurturing、つちかい cultivatingの過程である。・・・また、われわれは、
養成する rearing、育成する raising、育て上げる bringing upなどとも言う－語源
的には、教育 educationという語は、まさしく、導き、あるいは育て上げる lead-












































































（35） 同上，pp.192-193。なお、ここで山下は、J.デューイの“What is Social Study”































（40） 例えば、1947年 7月 7日の「社会科はどうあるべきか」をめぐる〈研究協議会記
録〉がある。宮原（当時、東大講師）はこうのべている。「デューイは、原始時代か
ら資本主義社会までの発展を眺めて一つのコースを作成した。児童と社会の要求の
結びつきにもつとも苦心したものである。社会科を考えだしたのはアメリカの中学
の歴史科の先生であった。衣食住を中心とした歴史しかないと、科学的指導が特に
要望される。」（『明かるい学校』，No.4，p.5，1947.8，同〈復刻版〉『明かるい学
校・あかるい教育』，Ⅰ，所収，東京，教育史料出版会，1979.3）また、二十世紀
研究所の「ディスカッション社会科教育」でもデューイの社会科教育論についてふ
れている。「デューイのような人が戦後に出した『プロブレムズ・オヴ・メン』とい
う本のなかで社会科論をやっているのを見ると・・・社会科は結局社会についての
インフォメーションの洪水に終わってしまう、・・・社会科の目的としてインテリ
共栄大学研究論集　第 12号
―　226　―
ジェント・シティズンシップというようなことを掲げても、これじやとてもそうい
うものの培養はのぞめない。」（二十世紀研究所，『社会科教育』，上巻，p.41，東京，
思索社，1948.11）さらに、1948年 9月の丸山真男との対談では、次のように言っ
ている。「われわれの場合は、行動のための理論である、生活のための学問であると
いうプラグマティズムの考え方をここで一度おおいに採り入れる必要がある。理論
とは使うためのものだ。学問とは生活のためのものだ。そういう気風をいたるとこ
ろでつくりだすのがよいのじゃないか。そういう意味で、私はプラグマティズムの
風潮がわれわれの教育のなかに入ってくることはたいへんよいことだとおもいま
す。」「デューイが公教育（パブリック・エデュケーション）はもっとも本質的には
公衆の教育（エデュケーション・オブ・ザ・パブリック）だといっているのは、味
わうべき言葉だとおもいます。」（“教育の反省”，『教育』，1948.9，同，前掲（39），
所収，p.410，p.420）
（41） 藤岡貞彦〈解題〉，『宮原誠一教育論集』，第 1巻，所収，p.418
（42） 宮原誠一〈解説〉，J.デューイ，『学校と社会』，岩波文庫，p.217，第 68刷，
2010.2，なお、第 1刷発行は、1957.7
